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いよいよ２学期が始まりました。明日の運動会に向けて，子供たちも最後の練習に一生懸命取り
組みました。運動会当日には，大きな拍手での応援をよろしくお願いいたします。また，これまで
の除草作業に感謝いたします。２学期の始業式にあたり，昨日次のような話をしました。

さあ，今日から２学期です。

１学期の終業式での話を覚えていますか。「２学期に頑張るめあてを考えてきましたか？」…(間)
あとで，担任の先生に聞いてみますから，自分の言葉で発表できるようにしていてくださいね。
さて，２学期は，今週の土曜日に運動会があります。待ちに待っ

た運動会ですね。みなさんは，運動会が近づくにつれて校庭の草が
きれいに刈り取られていたり，走るコ－スや演技場所に草が無くな
っていたりしたことに気が付いていましたか。実は，みなさんのお
家の方が休みの日などを使って除草作業をしてくださったのです。
みなさんが，運動会で全力を尽くして演技したり走ったりできるよ
うに，時間を見付けてきれいにしてくださったのです。本当にありがたいことだと思います。
きれいに整備された校庭で，これまで一生懸命に練習を続け，自信を持って演技したり，走っ

たりできるようになってきましたね。みんなが元気一杯演技したり走ったりする様子を，感謝の
気持ちを込めて，会場に来ていただいたみなさんに届けられるように頑張っていきましょう。
校長先生は，コロナウイルス感染症の拡大で，野球などの大会が中止になったり，やっと開催

されたりしても，無観客や少しずつ観客が入って行われている様子をテレビで見てきました。
その中で，陸上の日本選手権が１０月１日から行われました。男子１００ｍの決勝では，桐生

祥秀選手とケンブリッジ飛鳥選手がデットヒ－トを演じ，１０秒２７，１０秒２８という結果で，
０秒０１差で桐生選手が優勝しました。また，女子１５００ｍの決勝では，田中希実選手が一人
旅とも思えるような走りで，後続に大差で優勝し，１４年ぶりに日本記録を更新しました。
その中での選手たちのインタビュ－が心に残りました。桐生選手は，「目標の残り１０ｍでしっ

かり勝ちきることができた。９秒台を目標にちょっと休んでから練習に入りたい。」田中選手は，
「日本記録を目標に臨んだレ－スだったので精神的に成長できたと思います。」と話すなど，コロ
ナウイルス感染症の中でも，目標をしっかり立て，大会に向けてトレ－ニングを工夫しながら取
り組んできたことが，日本一に結びついたものと感じました。２人とも，来年のオリンピックで
の活躍が楽しみだなあと思いました。
みなさんも，２学期のめあてをしっかり立て，ベストをつくして最後まであきらめずに取り組

んでください。毎日こつこつと積み重ねていくことが大きな自信になり，めあての達成に結びつ
きます。
２学期はみなさんが目標に向かって頑張る学期にしたいと校長先生は思っています。みなさん

のめあての達成を，先生方も応援します。２学期もしっかり頑張っていきましょう。
また，２学期は，「『思いやり』のある言葉を友達にいっぱいかけて仲のよい学級，楽しい学校

をつくってほしいなあと思っています。」「自分から進んで一人でも多くの人にあいさつしたり，
友達のよさをたくさん見付けたりしてほしいと思いま
す。」これは，みなさんのめあてとして頑張ってくださ
い。どれだけ頑張れるか楽しみにしています。
これで話を終わります。

２学期も，学校と家庭がしっかり手を取り合って，子供
たちの健やかな成長を支えていきましょう。コロナウイル
ス感染症が終息しない状況だからこそ，子供たちの不安の
解消や生活リズムの改善に向けて，一緒に取り組んでいき
ましょう。学校では，子供たちのよさを「ほめ，認め，励
ます」教育活動を展開しています。ご家庭でも，子供たち
のよさを「ほめ，認め，励ます」一方，ゲ－ム時間の約束
をしっかり立てさせ生活改善に取り組ませてください。 【６年生修学旅行 飯盛山より城探し】


